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佐世保市立江上小学校

(令和４年度版)

　はじめに，これは決して保護者に負担を求める取組ではありません。実質これまでとほとんど変わらない取組で，効果を高めるための意識と考え方，関わり方を推奨する手引きです。子供が自分で学ぶことができるようになれば，子供にとっては未来への大きな財産となります。

３つのポイント
	① 予習 と 自主学習　…「学習の仕方」は，学校でも教えていきます。
② 必ずチェック … 子供の頑張りを見て（聞いて），励ましてあげてください。
③ 読書を楽しむ … 課題ではなく，読書することの楽しさを知る（習慣をつける）



①「予習と自主学習」についてLv.1で十分OK！！
続けることが大切だよ

 予習をしましょう 
授業への見通しをもつことができ，（学びに向かう）効果は絶大！！

	Lv.1
	[image: E:\Business\教育ストレージBox\イラスト素材\ぶんくん たんちゃん イラスト集\カラー（gif）ー背景透明\どうぞ（カラー）.gif]次の授業で学習するページ（教科書）を読むだけ
※ 問題を解く必要はなく，わからないところもそのままでOK！！

	Lv.2
	読みながら，ポイント（分からないところや，大事だと思うところ）に線を引いておく。

	Lv.3
	自主学習につなげて意味調べをしたり，問題を解いてみたりする。



 自主学習ができるようになることを目指します 
　　　成長に応じて，徐々に自ら判断する選択の幅を広げていくイメージです。そのために学校では様々な学習の仕方や，個に応じた課題，内容の選択肢を与えながら促していきます。
	（低学年）※1
	（中学年）自由度（選択の幅）

	（高学年）

	[image: E:\Business\教育ストレージBox\イラスト素材\ぶんくん たんちゃん イラスト集\カラー（gif）ー背景透明\書く（カラー）.gif]1. 学校の課題に取り組む。
	1. 学校の課題に取り組む。
2. 自分に合った内容を選んで※２
学習する。
	1. 学校の課題に取り組む。
2. 自分に合った内容を選んで
学習する。
3. 自分で計画し，自主学習※3
に取り組む。


※１ 学年はあくまで目安です。個に応じた目標をもって取り組んでみてください。
※２ 今の自分の力や特性（何ができて，何ができないか）を，できるだけ客観的に見る力「メタ認知力」を高めて，自己判断ができるようにしていくことが，より効果的な自主学習につながります。
※３ 自主学習については，別紙「自主学習の手引き」という内容一覧を用意しています。

➁「必ずチェック」について
子供は，見られている（関心をもたれている）とがんばれます！！…でも見られていなければ，しなくなってしまう（まだ自らを律する力が弱い）というのもまた，子供あるあるです。
	[image: E:\Business\教育ストレージBox\イラスト素材\ぶんくん たんちゃん イラスト集\カラー（gif）ー背景透明\笑顔（カラー）.gif]
保護者が，子供のがんばり（学習内容）を確認し，
学習チェックカードへ「サイン (捺印) 」をお願いします。
※ できるときでよいので，努力を認めてあげる声かけや，カードへちょっとした書き込みなどを
してあげるとお子様は喜びます。

	できれば・・・
	子供が学習し終わった後に，その内容を聞く。
	関心をもち励ます
努力を認める

	さらにできれば
	子供が学習している様子を，見ている。
	

	もっとも可能ならば
	子供のそばについて，一緒に学習する。
	



· 高学年になると児童が自分でサインをしてしまうことがあります。その場合は捺印でお願いします。
· 「家庭学習」は本来，各家庭が，各々の判断によって行うものですので，保護者の方が家庭の事情や子供さんの実態に合わせて，内容や量を調節したり，早く寝せて休ませる日があったりしてもよいのではないでしょうか。そのような場合も含め，最終的に「保護者の方がOKを出しましたよ」という証明のためにも，サインをお願いします。

③「読書を楽しむ」について
[image: ]　最後に 読書を楽しもう♪
※まずは３分！！ いろいろな本との出会いを楽しもう☆



　　読書も学習のうち…ですが，「学習するために（課題で）読む」という考えではなく，読書そのものの楽しさを知ることが目的です。まず本を開いて，読むこと（出会い）がなければ読書は始まりません。最初は「３分間」と決めてもよいので，その間は絶対に「読む」ようにしてみてください。読み始めさえすれば自然と読む時間はのびていきます。家庭学習の最後に読書をすることで，いずれ３０分でも６０分でも，あとは好きなだけ読書を楽しんでもらえれば何よりです。また，親子で同じ時間にそれぞれ本を広げて読書を楽しむのも効果的です。読書の楽しみを知ったら，そこから自主学習につなげていく（順番を換えていく）というのもよいですね。

☆「家庭学習」に対する指導について ☆
家庭学習をしてこないことについて，学校で指導をすると，その分，きちんとしてきた児童の学習時間や，気持ちよく学習する機会をも奪ってしまうことになります。（個別指導でもその分の時間を費やします）
また，指導された児童も，より「やらされる感」や「能動的意識」が高まる悪循環となるため，やってきたことや，やったことで学校の授業で生かされていることなどに目を向けながら，プラスの声掛けをしていきたいと思います。
　ぜひ，ご家庭でもご理解いただきながら，「家庭学習がんばったね」「やってよかったね」といったプラス面に目を向け，声をかけながら，一緒に楽しんでいっていただけると何よりです。
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